





































































シスタチンC換算 eGFRとの相関係数は 0.77 であった．
〔総括〕血中ウロモジュリン測定により腎機能を評価する
ことが可能であり，さらに，シスタチンC換算 eGFRと
も高相関であることから，血中ウロモジュリンは早期の
腎機能低下が検出可能なマーカーと考えられた．
〔平成 29 年度中山恒明研究奨励賞受賞者研究発表〕
1．ハイブリッド型人工神経による新しい顔面神経再
建手術法の確立
（形成外科学）松峯　元・亀井　航・櫻井裕之　
　Bell 麻痺に代表される顔面神経不全麻痺は突然健常人
に発症し，さらに急性期に保存的治療にて寛解の得られ
ない症例は重篤な後遺障害を残して罹患者の quality of
―19―
